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こんにちは！エレンマリアノです。アメリカの 
ワシントン D.C.からきました。⽇本に来て 3 年半になります。 

ハイキングと陶芸と和⾷が⼤好きです。倉渕の住⺠となり、毎⽇楽し
く過ごしています。地域のみなさんのご協⼒もあり、通年コースの 
⼦どもたちは始まって 2 か⽉、元気に過ごしています。いよいよ 

6 ⽉からは週末コースが始まります。よろしくお願いします。 
Hello! My name is Ellen Mariano. I am from Washington, D.C. in America. 
  I like hiking, painting and Japanese food. I am enjoying my life in Kurabuchi.  

Itʼs been two months since the English village kids have moved to Kurabuchi. 
Thanks to you, they have also been enjoying their life. The weekend course 
will start from June. Thank you! 

４月 April 
8 ⽇ ⼊村式 
14 ⽇ 箸作り 
15 ⽇ 諏訪神社春祭り 
21 ⽇ イースター、メキシコ料理  
22 ⽇ 倉渕散策、川遊び 
28 ⽇ 初めての畑作業 
30 ⽇ ネイチャートレイル 
 

5 ⽉ May 
3 ⽇ 畑計画作成 
4 ⽇ 初めての⽥んぼ作業 

写⽣⼤会 
5 ⽇ ⾼崎シティーツアー 
6 ⽇ デイキャンプ in わらび平 
12 ⽇ 親⼦ハイク、陶芸 
13 ⽇ 陶芸 
19 ⽇ ⽥んぼ作業…代掻き 
26 ⽇ 畑作業…苗、種植え 
27 ⽇ カルチャーデー 

ワクワクドキドキ、待ちに待った開

村式の日。保護者や地域の方々に見守

られながら、愛媛、広島、東京など全

国から集まった 22 人の小・中学生と

日本、アメリカ、カナダ、タイなどか

ら集まった国際色豊かなスタッフと

の生活がスタートしました。開村式の 

開村式 

 

次の日には、1 人 1 人の足に墨をつけて

足型とり。英語村では、小学生は徒歩 4 

km、中学生は自転車で 6km の道のりを

通学します。山村留学では、長い道のり

を通学するので足形がすっかり変わる子

もいます。果たして英語村の子どもたち 
の足形はどのように変わるでしょうか。 

くらぶちの大自然を五感で感じなが

ら、これから 1 年間、地域の方々、英

語村の大家族との関わりの中で、子ども

たちが心身ともにどう成長していくの

か、スタッフ一同楽しみにしています。

みなさま、よろしくお願いします。 
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子どもたちの暮らしは、毎日のおいしい食事

に支えられています。英語村のキッチンでは今

日も調理員さんたちが腕によりをかけて、旬の

味や地産地消にこだわった、あたたかい料理を

届けてくださっています。 

よい一日を！・・・いってらっしゃい、 

いってきますの代わりによく使います。子ど

もたちへのひと言に使ってみてください！ 

 

イースター 初めての畑作業 

4 月のカルチャーデ

ーはイースター。 

“I like pink!” 

“Yellow, please”と

声を掛け合いながら、 

 
 

 

この日飾る、イースターエッグを作りました。 

お昼ごはんは、メキシコ料理作りに挑戦。ほとん

どの子どもたちにとって、メキシコ料理を作るの

は初めての体験です。「どうやって作るの？ 」

“Help, me!”と外国人スタッフに教わりながら、

チームに分かれてタコスやサラダ、スープ、バナナ

フライなどのメキシコ料理を自分たちで作りまし

た。たくさんあったおか

わりも、あっという間に

なくなるほど、みんなで

メキシコ料理を満喫し

ました。 

入村当初から「畑作

業をしたい！」と張り

切 っ て い た 子 ど も た

ち。長靴を履いて、肥料

を持って、準備万端。 

地域の方にお借りしている畑へ出かけました。ま

ずは石拾い。そして、消石灰と堆肥を畑に撒きま

す。“So heavy!!”と言いながらも最後まで撒き

切り作業は終了。みんないい汗かいたね！ 

子どもたちはこれから、1 人 4ｍ×1.2ｍの畑

を自分で管理しながら、トマトやキュウリ、スイ

カなど好きな作物を植えます。「家族に届けたい」

「野菜の育て方を知りたい」など、それぞれゴー 
ルを設定して、自分だけ

の畑を計画中。英語村の

畑は、子どもたちお手製

の看板が目印です。お近

くに来た際は、ぜひのぞ

いてみてください。 


